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海洋マントルにおける小スケール対流の証拠検出 
――南太平洋アイツタキ島マントル捕獲岩からのアプローチ―― 

 

発表のポイント 

◆南太平洋アイツタキ島のマントル捕獲岩か

ら、海洋マントルでは小スケール対流が起こ

っていることを世界で初めて直接実証しま

した。 

◆これまで、海洋マントルの小スケール対流は

地球物理学的データからその存否が議論さ

れてきましたが、初めて物質（マントル捕獲

岩）から海洋マントルの小スケール対流の存

在を実証することに成功しました。 

◆本研究成果により、小スケール対流の開始時

期が推定できるようになるため、地球冷却モ

デルの高精度化への貢献が期待されます。 

海洋マントルにおける小スケール対流モデル図   

 

概要 

東京大学大気海洋研究所の秋澤紀克助教、小澤一仁特任研究員、同大学大学院理学系研究科

の大嶋ちひろ大学院生（研究当時）を中心として、京都大学大学院人間・環境学研究科、京都

大学理学研究科、東京学芸大学教育学部、東京工業大学理学院、静岡大学理学部、金沢大学理

工研究域のメンバーで構成される共同研究チームは、南太平洋アイツタキ島のマントル捕獲岩

を用いて、海洋域のマントルで小スケール対流が発生していることを明らかにしました。本研

究では、南太平洋・クック諸島の島であるアイツタキ島で採取されたマントル捕獲岩を用いて、

詳細な岩石記載、構造解析、化学分析、数値モデリングを実施することで、小スケール対流の

証拠となるマントルの下降流と上昇流を世界で初めて物質的に実証することに成功しました。

先行研究ではアイツタキ島のマントル捕獲岩にザクロ石と呼ばれる高圧を示す鉱物が確認でき

ていませんでしたが、本研究で実施した細粒分解物（あるいは細粒鉱物集合体）のナノスケー

ルにまで及ぶ詳細な解析から、細粒分解物がザクロ石であると証明した点で新規性があります。

この研究成果から小スケール対流の開始時期が推定できるようになるため、今後地球の冷却モ

デルの高精度化への貢献が期待されます。 

 

▼詳細は、プレスリリース掲載ページにてご確認ください。 

https://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2024/20240705.html 

https://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2024/20240705.html
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